
1888年(明治21年)磐梯山の噴火

明治21年 7月15日午前 7時45分、磐梯山が水蒸

気爆発を起こし、小磐梯山の崩壊により岩屑流が

発生して大災害となった。この災害は、我が国の

火山災害史上、雲仙岳(1792)、渡島大島(1741)、

浅間山(1783)、北海道駒ヶ岳(1640)の噴火による

災害につぐものであった。

この噴火の特徴は、山体の崩壊と、それに伴う

岩屑流(debrisavalanche)必よぴ疾風(blast)の発

生である。噴火直後に現地調査をした、当時の理

科大学教授の関谷清景(世界で初めての地震学教

授)ど助教授の菊池安による報告書(英文)は、こ

の噴火の経過を詳細に調査したものとして近代火

山学が歩み出す今世紀直前の、当時の世界の火山

学に強烈なインノfクトを与えたのである。

さらに、 IQ80年のセント・へレンズ火山の噴火

で同様な現象が起きたことから、改めて磐梯山の

噴火が見直されつつある。そして、磐悌山の噴火

が Bandaiantypeとして、山体崩壊を伴う噴火の

典型炉!のーっとして記載されるようにな った。

7月8日ごろから弱い地震が発生するようにな

り、噴火当日の午前 7時過ぎに人体に惑ずる地震

があり、 7時半過ぎに強い地震があり、引き続い

て地震が起こり、最後の池震が |分ほど続いてま

だ震あが止まらないうちに噴火が起きた。

百雷が一度に落ちるような凄まじい音を伴って

引き続いて 15-20回爆発を繰り返し、噴煙は 1.200

-1.500mの上空に達 した。この問、山麓には火

山灰や岩塊などの火砕物が降下し、最後の一発が

北に抜けた。 これにより小磐梯の山体は粉々にな

って、推定時速80kmで北山腹を流下した。これ均三

いわゆる岩屑流て¥桧原湖にまで遣した。

岩屑;況の発生と同時に起こ ったものすごい疾風

(blast)が家や樹木をなぎ倒した。 この経過はセン

ト・へレンズ火山の噴火ど似ている。 しかし、セ

ント・へレンズ火山の場合には新鮮なマグマ物質

が出たが、磐株山の場合には、噴出物はすべて山

体の一部であ って、いわゆる水蒸気爆発であった。

火山灰はやや温度が高〈、噴火後にl寄った熱い

泥雨によって火傷を負った人が多かった。岩屑流

は北山麓の集落を埋没して、死者461人(発見死体

11 7体) 、負傷者70人、牛馬50~買、 被災地 7.130 町

の災害を生じた。

1888年 7月15日の大水蒸気爆発によ って、，J、磐

梯中の山頂者向ご失われ、北に聞いた馬蹄形の爆裂

火ロ(カルデラ)が形成された。爆発直後の測量に

よれば、馬蹄のロで東西二十ニ町三十五問 (2.466

m)、南北の奥行きは二十町ほど(約2.200m)であ

り(現在は東西約卜5km、南北約2.5km)、小磐梯山

の元の山体を円錐形で近似すると、爆発によ って

失われた体積は九百三十五立方町 (1.213km3)と見

積もられた (関谷・菊池、 1888)。 その後、小磐梯

の爆裂火ロは、崩壊を繰り返し、特に 1%4年の春

には雪どけ水によってかなり崩壊し、火口底は そ

の堆積物によ って覆われている (大矢・羽田、

1%5)。

この爆発による山体崩壊によ って、岩屑流 (de-

bris avalanche)が高速で北山麓を流下 L、山頂

から 5-8kmにわたって多数の流れ山が形成さ れ

た。Debrisの分布面積は3.5陥12、総体積は 1.5km3

ど見積もられている。

この堆積物により、長瀬川のよ流河川の うち、

桧原川、 'J、野川、大倉川、中津川な どは流路を断

たれ、次第に水が溜ま って、噴火直後には桧原湖、

雄子沢湖、 'J、野川湖、秋元湖などができた。雄子

;尺j胡は後に桧原、j胡と合体した。

磐梯山の爆発のように山体崩壊を伴って 生 じる

岩屑流と疾風は、一瞬のうちに山震を破壊するの

で、火山災害のなかで、 もっとも恐ろし い災害要

因である。我が固に多い活火山で、将来こ のよう

な噴火形態が起きないとは保証できな L、。 噴火予

知技術の向上どともに防災の面でも一層の研究 と

事前の対策が必要である。

(火山噴火予知連絡会会長・東京大学名誉教授

ア鶴大輔)



埠 方 松 叫 h w 忌 ノ 鬼 グ - J 豆 本 宮 A - Tレ 3

2 一 百 年 一 桂 川 公 別 委 長 十 六 年 此 処 方 - -

z 破 裂 セ 、 v 事 士 山 7 ・ レ が 不 意 - A

章 一 前 代 永 凋 ノ 孝 ド ゑ ア ー

を 吋 局 島 聡 礁 ヲ ? ハ 島 都 麦 〆 凶

救 肋 ' d - 尽 力 一 中 島 7 ? え 此 電 報 ノ 京

農 薬 事 旬 審 局 長 和 田 稚 一

室 多 へ 々 が 実 山 地 取 領 有 ニ 出 張 サ v

叫 閃 ryaa宮 破 裂 ト 向 日 ノ 九 時

ゼ ル A Zし F T

雌 時 』 噛 劃 到 ι タ レ パ 最 寄 ノ 人 女

世 ャ 、 領 7 ・ v p ゑ ヲ

ニ ヲ レ バ 無 国 営

隼 同 毎

和 叩 麻 郡 盤 彬 山

ず お 枇 ? と 聾 J

t

盛 岡 ト 品 。 和 船 夜 ル

勢 大 ノ ロ ハ サ 骨 犬 キ ザ ユ 里

四 ず る 迭 し 丞 a 5 7 ・ - 警 ヲ 索 、 レ 妻 橋 y h 酔

主 審 会 審 宅 レ ゑ Z Z季 五 ・

事 会 第 肴 九 百 辛 余 名 - え ま 内 山 勢 荒 横 向

型 寺 愛 妻 家 支 十 名 指 悼 を グ ゆ え 守 - 付 業 返

事 ノ 肴 失 ハ 守 家 事 屯 具 テ 害 容 遠 方 議 込 キ タ リ 柔 蓬 鼻

ゐ る 久 1 4 っ

替 こ 各 ふ さ ト 云 ヒ 郎 、 麻 郡 ノ 東 猪 英 湖 - 字 盤 務 付 - g旬

、 v 山 総 漸 4 -警 ゐ ナ 山 成 山 寺 - 一 連 ナ リ 更 ユ ル 砂 一 息 子 手 7 J 時・

-一豆 在 留 す ノ 高 サ ハ 番 手 主 恥 2 事 差 ハ 室 = 一 主 τ



Þ'~'V""~$/ 1~ 
ト帰省ぜやら〈

/〆

1剛民4く毒ト場事E島根i主催




